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労
働
時
間
の
延
⻑
及
び
休
⽇
の
労
働
は
必
要
最
⼩
限
に
と
ど
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
労
使
当
事
者
は
こ
の
こ
と
に
十
分
留
意
し
た
上
で
協
定
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
使
⽤
者
は
協
定
し
た
時
間
数
の
範
囲
内
で
労
働
さ
せ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
労
働
契
約
法
第
５
条
に
基
づ
く
安
全

配
慮
義
務
を
負
い
ま
す
。

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
採
用
す
る
場
合
の

36
協
定
届
の
記
載
例

（
様
式
第
9号

（
第
16
条
第
１
項
関
係
）
）

※
３
６
協
定
届
（
本
様
式
）
の
記
載
に
関
す
る
注
意
事
項
に
つ
い
て
は
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
別
途
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
番
号
・
法
⼈
番
号

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
協
定
が
有
効
と
な
る

期
間
を
定
め
て
く
だ
さ
い
。

１
年
間
と
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
で
す
。

○
○
○
○
年
４
月
１
日

か
ら
１
年
間

○
○
○
○
年
４
月
１
日

受
注
の
集
中

月
末
の
決
算
事
務

営
業

（
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
）

臨
時
の
受
注
、
納
期
変
更

総
務 経

理

給
与
、
人
事
関
連
事
務

開
発

（
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
）

１
０
人

１
０
人

３
０
人

５
人

２
時
間

ー ー

３
時
間

３
０
時
間

３
０
時
間

３
０
時
間

２
０
時
間

２
５
０
時
間

１
５
０
時
間

１
５
０
時
間

２
０
０
時
間

○
○
○
○

３
１
２

○
○
○
○

３
１
５

投
票
に
よ
る
選
挙

○
○

７
時
間
45
分

７
時
間
45
分

７
時
間
45
分

７
時
間
４
５
分

表
面

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業

○
○
ソ
フ
ト
株
式
会
社

△
△
支
店

○
○
○

○
○
○
○

○
○
市
○
○
町
１
−
２
−
３

○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
が
適
⽤

さ
れ
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
が

適
⽤
さ
れ
る
労
働
者
に
つ

い
て
は
、
１
⽇
の
法
定
労

働
時
間
を
超
え
る
時
間
数

を
定
め
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

営
業
部

係
⻑

○
○

○
○

○
○

○
○

代
表
取
締
役
社
⻑１
か
⽉
の
法
定
労
働
時
間
を
超
え
る
時
間
数

を
定
め
て
く
だ
さ
い
。

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
が
適
⽤
さ
れ
る
労
働

者
に
つ
い
て
は
、

（
ⅰ
）
各
⽉
ご
と
に
週
平
均
50
時
間
を
超
え

る
時
間
数

（
ⅱ
）
清
算
期
間
を
通
じ
て
、
法
定
労
働
時

間
の
総
枠
を
超
え
る
時
間
数
（
（
ⅰ
）
を

除
く
。
）

が
時
間
外
労
働
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

原
則
と
し
て
、
45
時
間
以
内
と
な
り
ま
す
。

１
年
の
法
定
労
働
時

間
を
超
え
る
時
間
数

を
定
め
て
く
だ
さ
い
。

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
が
適
⽤
さ
れ
る
労

働
者
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
36
0時

間
以
内
と
な
り
ま
す
。

１
年
間
の
上
限
時
間
を
計

算
す
る
際
の
起
算
⽇
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を

導
⼊
す
る
場
合
に
は
、
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
清

算
期
間
の
始
期
と
一
致
す

る
こ
と
が
、
賃
⾦
清
算
が

簡
便
と
な
り
望
ま
し
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
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労
働
者
の
過
半
数
で
組

織
す
る
労
働
組
合
が
無
い

場
合
に
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
に
関
す
る
協
定

の
締
結
を
す
る
者
を
選
ぶ

こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で
、

投
票
・
挙
手
等
の
方
法
で

労
働
者
の
過
半
数
代
表
者

を
選
出
し
、
選
出
方
法
を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

使
⽤
者
に
よ
る
指
名
や
、

使
⽤
者
の
意
向
に
基
づ
く

選
出
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

チ
ェ
ッ
ク
が
な
い
場
合
に

は
、
形
式
上
の
要
件
に
適

合
し
て
い
る
協
定
届
と
は

な
り
ま
せ
ん
。

管
理
監
督
者
は
労
働
者
代
表
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

協
定
書
を
兼
ね
る
場
合
に
は
、
労
働
者
代
表
の
署
名

又
は
記
名
・
押
印
な
ど
が
必
要
で
す
。

協
定
書
を
兼
ね
る
場
合
に
は
、
使
⽤
者
の

署
名
又
は
記
名
・
押
印
な
ど
が
必
要
で
す
。

※
臨
時
的
に
限
度
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
場
合
に
は
、
様
式
第
９
号
の
２
の
協
定
届
の
届
出
が
必
要
で
す
。

※
様
式
第
９
号
の
２
は
、
協
定
届
は
２
枚
必
要
で
す
。
１
枚
目
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
記
載
例
を
参
照
く
だ
さ
い
。

臨
時
的
な
特
別
の
事
情
が
な
け
れ
ば
、
限
度
時
間
（
⽉
45
時
間
又
は
42
時
間
・
年
36
0時

間
又
は
32
0時

間
）
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

限
度
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
場
合
で
も
、
時
間
外
労
働
は
限
度
時
間
に
で
き
る
限
り
近
づ
け
る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

業
務
の
範
囲
を
細
分
化
し
、

明
確
に
定
め
て
く
だ
さ
い
。

事
由
は
一
時
的
又
は
突
発
的
に
時
間
外
労
働
を
⾏
わ
せ
る
必
要
の
あ
る
も

の
に
限
り
、
で
き
る
限
り
具
体
的
に
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
業
務
の
都
合
上
必
要
な
と
き
」
「
業
務
上
や
む
を
得
な
い
と
き
」
な
ど

恒
常
的
な
⻑
時
間
労
働
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

１
年
間
の
上
限
時

間
を
計
算
す
る
際

の
起
算
⽇
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
１
年
間
に
お

い
て
は
協
定
の
有

効
期
間
に
か
か
わ

ら
ず
、
起
算
⽇
は

同
一
の
⽇
で
あ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

時
間
外
労
働
と
法
定
休

⽇
労
働
を
合
計
し
た
時

間
数
は
、
⽉
10
0時

間
未
満
、
２
〜
６
か
⽉
平

均
80
時
間
以
内
で
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
労
使
で
確
認
の

上
、
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
を

⼊
れ
て
く
だ
さ
い
。

チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

チ
ェ
ッ
ク
が
な
い
場
合

に
は
、
有
効
な
協
定
届

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

○
○
○
○
年
４
月
１
日

株
主
総
会
対
応
、
IR
関
連
対
応

総
務

営
業

（
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
）

経
理

１
０
人

１
０
人

３
０
人

９
０
時
間

９
０
時
間

８
０
時
間

７
０
０
時
間

６
０
０
時
間

５
０
０
時
間

○
○
○
○

３
１
２

○
○
○
○

３
１
５

投
票
に
よ
る
選
挙

四
半
期
決
算
事
務

製
品
ト
ラ
ブ
ル
・
大
規
模
ク
レ
ー
ム
対
応
・
急
な
仕
様
変
更

６
回

６
回

６
回

３
５
％

３
５
％

３
５
％

①
、
③
、
⑩

対
象
労
働
者
へ
の
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
の
実
施

、
対
象
労
働
者
に
１
１
時
間
の
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
設
定
、

職
場
で
の
時
短
対
策
会
議
の
開
催

労
働
者
代
表
者
に
対
す
る
事
前
申
し
入
れ

限
度
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
場
合
に
と
る
手
続
を
定
め
て
く
だ
さ
い
。

○
○

３
５
％

３
５
％

３
５
％

６
時
間

ー ー

労
働
者
の
過
半
数
で
組

織
す
る
労
働
組
合
が
無

い
場
合
に
は
、
３
６
協

定
の
締
結
を
す
る
者
を

選
ぶ
こ
と
を
明
確
に
し

た
上
で
、
投
票
・
挙
手

等
の
方
法
で
労
働
者
の

過
半
数
代
表
者
を
選
出

し
、
選
出
方
法
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

使
⽤
者
に
よ
る
指
名
や
、

使
⽤
者
の
意
向
に
基
づ

く
選
出
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

チ
ェ
ッ
ク
が
な
い
場
合

に
は
、
形
式
上
の
要
件

に
適
合
し
て
い
る
協
定

届
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

管
理
監
督
者
は
労
働
者
代
表
に

は
な
れ
ま
せ
ん
。

協
定
書
を
兼
ね
る
場
合
に
は
、
労
働
者
代
表

の
署
名
又
は
記
名
・
押
印
な
ど
が
必
要
で
す
。

2枚
目
表
面

開
発

（
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
）

製
品
ト
ラ
ブ
ル
・
大
規
模
ク
レ
ー
ム
対
応
・
急
な
仕
様
変
更

５
人

８
０
時
間

５
０
０
時
間

６
回

３
５
％

３
５
％

６
時
間

⽉
の
時
間
外
労
働
の
限

度
時
間
（
⽉
45
時
間
又

は
42
時
間
）
を
超
え
て

労
働
さ
せ
る
回
数
を
定

め
て
く
だ
さ
い
。
年
６

回
以
内
に
限
り
ま
す
。

限
度
時
間
（
⽉
45
時
間
又
は
42
時

間
）
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
場
合
の
、

１
か
⽉
の
時
間
外
労
働
と
休
⽇
労
働

の
合
計
の
時
間
数
を
定
め
て
く
だ
さ

い
。
月
10
0時

間
未
満
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
時
間
数
を
満
た
し
て
い

て
も
、
２
〜
６
か
月
平
均
で
月
80
時

間
を
超
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

限
度
時
間
（
年
36
0時

間
又
は
32
0時

間
）
を

超
え
て
労
働
さ
せ
る
１

年
の
時
間
外
労
働
（
休

⽇
労
働
は
含
み
ま
せ

ん
）
の
時
間
数
を
定
め

て
く
だ
さ
い
。
年
72
0

時
間
以
内
に
限
り
ま
す
。

限
度
時
間
を
超
え
て
時

間
外
労
働
を
さ
せ
る
場

合
の
割
増
賃
⾦
率
を
定

め
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
法
定
の
割

増
率
（
25
%
）
を
超

え
る
割
増
率
と
な
る
よ

う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

限
度
時
間
を
超
え
て
時

間
外
労
働
を
さ
せ
る
場

合
の
割
増
賃
⾦
率
を
定

め
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
法
定
の
割

増
率
（
25
%
）
を
超
え

る
割
増
率
と
な
る
よ
う

努
め
て
く
だ
さ
い
。
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営
業
部

係
⻑

○
○

○
○

○
○

○
○

代
表
取
締
役
社
⻑
協
定
書
を
兼
ね
る
場
合
に
は
、
使
⽤
者
の

署
名
又
は
記
名
・
押
印
な
ど
が
必
要
で
す
。

限
度
時
間
を
超
え
る
場
合
（
特
別
条
項
）
の

３
６
協
定
届
の
記
載
例

（
様
式
第
９
号
の
２
（
第
16
条
第
１
項
関
係
）
）



⼤企業（2023年４⽉１⽇以降は、中⼩事業主も含む。）では、⽉60時間を超える時間外労働に対
しては、50%以上の率で計算した割増賃⾦を⽀払う必要がありますが、清算期間が１箇⽉を超える
フレックスタイム制においては、どのように計算すればよいでしょうか。

 P.13のとおり、清算期間が１か⽉を超える場合には、
①１か⽉ごとに、週平均50時間を超えて労働した時間、
②清算期間を通じて、法定労働時間の総枠を超えて労働した時間（①でカウントした時間を除く）
のそれぞれについて時間外労働としてカウントされます。

 したがって、①、②で算定した各⽉の時間外労働について、60時間までは25%以上、60時間を超える時間
については50%以上の割増賃⾦率で計算する必要があります。

0
10
20
30
40
50
60

１か月目 ２か月目 ３か月目

（週平均）
（時間）

0
10
20
30
40
50
60
70

１か月目 ２か月目 ３か月目

（週平均）
（時間）

60時間超の
時間外労働
⇒割増賃⾦率
50%以上

60時間までの時間外労働
⇒割増賃⾦率25%以上

60時間超の時間外労働
⇒割増賃⾦率50%以上

60時間までの
時間外労働
⇒割増賃⾦率
25%以上

法定労働時間の総枠を超えた時間
１か⽉で週平均50時間
を超えた時間

賃⾦⽀払いのイメージ

Q＆AⅢ
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同一事業場内で、対象者や部署ごとに清算期間を変えることは可能ですか。

 労使協定に明記すれば可能です。

※この他にも、よくあるご質問をHPに掲載しています。
検索ワード ☞働き方改革 厚労省 Q&A
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000148322_00001.html

※個別の事案についてのご質問は、所轄の労働基準監督署または都道府県労働局にお問い合わせください。 （P.23参照）

フレックスタイム制のもとで年次有給休暇を取得した場合、どのように取り扱えばよいでしょうか。

 フレックスタイム制のもとで年次有給休暇を取得した場合には、協定で定めた「標準となる１⽇の労働時
間」の時間数を労働したものとして取り扱います。したがって、賃⾦清算に当たっては、実労働時間に、
「年次有給休暇を取得した⽇数×標準となる１⽇の労働時間」を加えて計算します。

清算期間が同一のフレックスタイム制を導⼊している事業場に異動した場合、異動前後での労働時
間を合算して取り扱うことは可能ですか。

 労使協定が異なる事業場に異動した場合には、労働時間を合算することはできません。それぞれの事業場で
労働した期間について賃⾦清算を⾏う必要があり、それぞれの期間について週平均40時間を超えていれば
時間外労働として割増賃⾦の⽀払が必要です。

清算期間が１か⽉を超えるフレックスタイム制において、清算期間の途中に昇給があった場合、割
増賃⾦の算定はどのように⾏うのでしょうか。

 割増賃⾦は、各賃⾦締切⽇における賃⾦額を基礎として算定するものであり、フレックスタイム制において
も同様です。したがって、昇給があった場合には、それ以後の賃⾦締切⽇において、昇給後の賃⾦額を基礎
として割増賃⾦を算定することとなります。

 ただし、清算期間を１か⽉ごとに区分した各期間を平均して１週間当たり50時間を超えて労働させた時間
については、清算期間の途中であっても、当該各期間に対応した賃⾦⽀払⽇に割増賃⾦を⽀払う必要があり、
昇給後の賃⾦⽀払⽇においては、昇給後の賃⾦額を基礎として割増賃⾦を算定することとなります。
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清算期間が３か⽉のフレックスタイム制を導⼊している事業場で２か⽉間働き、３か⽉目の初めに
フレックスタイム制を導⼊していない事業場に異動した場合の賃⾦の取り扱いはどのようになりま
すか。

 清算期間の途中で事業場が異動となった場合には、フレックスタイム制適⽤事業場で働いた期間については
フレックスタイム制による賃⾦計算を⾏い、異動後のフレックスタイム制非適⽤事業場で働いた期間につい
ては通常の労働時間制度における賃⾦計算を⾏う必要があります。

 したがって、３か⽉目の初めから別の事業場に異動した場合には、１か⽉目の賃⾦は所定の賃⾦を⽀払い、
２か⽉目の賃⾦については２か⽉間の実際の労働時間に応じて賃⾦計算をすることとなります。なお、その
際に、２か⽉間の実際の労働時間が週平均40時間を超えていた場合には、超えた時間について割増賃⾦の
⽀払が必要となります。
（※ただし、この場合にも、１か⽉目、２か⽉目にそれぞれ週平均50時間を超えて労働した場合には、超え
た時間に対する割増賃⾦を１か⽉目の賃⾦に加算して⽀払う必要があります。）
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⼤企業（2023年４⽉１⽇以降は、中⼩事業主も含む。）では、⽉60時間を超える時間外労働に対
しては、50%以上の率で計算した割増賃⾦を⽀払う必要がありますが、清算期間が１箇⽉を超える
フレックスタイム制においては、どのように計算すればよいでしょうか。

 P.13のとおり、清算期間が１か⽉を超える場合には、
①１か⽉ごとに、週平均50時間を超えて労働した時間、
②清算期間を通じて、法定労働時間の総枠を超えて労働した時間（①でカウントした時間を除く）
のそれぞれについて時間外労働としてカウントされます。

 したがって、①、②で算定した各⽉の時間外労働について、60時間までは25%以上、60時間を超える時間
については50%以上の割増賃⾦率で計算する必要があります。
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同一事業場内で、対象者や部署ごとに清算期間を変えることは可能ですか。
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働き方改革
推進⽀援センター

働き方改革関連法に関する相談のほか、労働時間管理のノウハウや賃
⾦制度等の⾒直し、助成⾦の活用など、労務管理に関する課題につい
て、社会保険労務士等の専門家が相談に応じます。
▶検索ワード︓働き方改革推進⽀援センター

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000198331.html

産業保健総合⽀援
センター

医師による面接指導等、労働者の健康確保に関する課題について、
産業保健の専門家が相談に応じます。
▶検索ワード︓産業保健総合⽀援センター

https://www.johas.go.jp/sangyouhoken/sodan/tabid/122/Default.aspx

よろず⽀援拠点
⽣産性向上や⼈手不⾜への対応など、経営上のあらゆる
課題について、専門家が相談に応じます。
▶検索ワード︓よろず⽀援拠点
https://yorozu.smrj.go.jp/

商工会
商工会議所
中小企業団体中央会

経営改善・⾦融・税務・労務など、経営全般にわたって、
中小企業・小規模事業者の取組を⽀援します。
▶検索ワード︓全国各地の商工会WEBサーチ
http://www.shokokai.or.jp/?page_id=1754

▶検索ワード︓全国の商工会議所一覧
https://www5.cin.or.jp/ccilist

▶検索ワード︓都道府県中央会
https://www.chuokai.or.jp/link/link-01.htm

ハローワーク
求⼈充⾜に向けたコンサルティング、事業所⾒学会や
就職面接会などを実施しています。
▶検索ワード︓ハローワーク

http://www.mhlw.go.jp/kouseiroudoushou/shozaiannai/roudoukyoku/

医療勤務環境改善⽀
援センター

医療機関に特化した⽀援機関として、個々の医療機関の
ニーズに応じて、総合的なサポートをします。
▶検索ワード︓いきサポ

https://iryou-kinmukankyou.mhlw.go.jp/information/

労働基準監督署
労働時間相談・⽀援コーナー

時間外労働の上限規制や年次有給休暇などに関する相談に応じます。
▶検索ワード︓労働基準監督署

http://www.mhlw.go.jp/kouseiroudoushou/shozaiannai/roudoukyoku/

都道府県労働局
【パートタイム労働者、有期雇用
労働者関係】
雇用環境・均等部（室）

【派遣労働者関係】
需給調整事業部（課・室）

正規雇用労働者と非正規雇用労働者（パートタイム労働者・有期雇用
労働者・派遣労働者）の間の不合理な待遇差の解消に関する相談に応
じます。
▶検索ワード︓都道府県労働局
http://www.mhlw.go.jp/kouseiroudoushou/shozaiannai/roudoukyoku/

■ 働き方改革関連法に関する相談については、以下の相談窓口をご活用ください。

■ 働き方改革の推進に向けた課題を解決するために、以下の相談窓口をご活用ください。

相 談 窓 口 の ご 案 内

その他の相談窓口
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